３．オランダの花き市場に学ぶ
　オランダは人口１,６００万人、九州ほどの広さの小国ながら、世界第２位の生産国である。生産は自由競争であるが、業界団体も政府も「花き業界をいかにして発展させるか」を考え、生産－流通－消費の改善に資するよう、組織と運営を意図的に整備している。日本との主な違いは・・・
（１）手数料の相互負担
　　　市場手数料は生産者２～５％、買参人３～５％、このほかバケット使用料、水揚げ料などが加算され、平均手数料は生産者１０％、買参人は７％である。
　合わせて荷受会社に入る利用料は平均１７％である。販売規模、利用量も考えた、加算があり「眞の平等性」も維持されていると言える。
（２）業界課税がある
　　市場手数料とは別に、ＰＴ（園芸生産管理機構）のもとに切花・鉢物等、球根、樹木・多年草、造園、野菜・果樹、エネルギーの専門委員会が設置され、生産者や輸入業者からセリ値の０.５１％、買参人（商業者だが、ほとんどが仲卸）からもセリ値の０.４０％を課税し、卸売会社が納税してＰＴの運営をしている。
（３）ＰＴは販売促進だけでない
[bookmark: _GoBack]ＰＴは各専門委員会に予算を配分し、専門委員会はセ－ルスプロモーションだけでなく、各種研究・開発にも予算配分し、同時に業界としての方向性を決めている。
２００８年のＴＰの総予算は１１０億円、うちプロモーション経費は４１億円である。
日本には残念ながら、業界育成の具体的なロードマップが示されておらず、オランダ類似の組織や予算もない。

